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市
は
、
ふ
る
さ
と
の
風
景
を
つ
く
り
上
げ
て
き
た
歴
史
的
な
建

造
物
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
「
歴
史
的
景
観
建
造
物
登
録

制
度
」
を
設
け
、
そ
の
保
全
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も

対
象
と
な
る
建
造
物
を
募
集
し
ま
す
。

地
域
の
貴
重
な
景
観
資
源
と
な
る
歴
史
的
な
建
造
物
を
所
有
し

て
い
る
人
は
、
ぜ
ひ
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
景
観
室
（
☎
3
2
1
・
1
3
5
0
）
へ
。

次
世
代
に
残
し
た
い
建
造
物
を
募
集

に
登
録
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ

の
中
で
特
に
景
観
的
価
値
の
高
い

も
の
は
「
特
定
歴
史
的
景
観
建
造

物
」
に
認
定
さ
れ
ま
す
。

　

登
録
の
申
し
込
み
は
、
8
月
31

日
㈫
ま
で
に
、
市
役
所
11
階
景
観

室
と
各
支
所
地
域
振
興
課
で
配
布

す
る
申
込
書
に
記
入
し
て
、
景
観

室
へ
。申
込
書
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
左
記
）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
は
8
月
31
日
ま
で

　

登
録
の
対
象
と
な
る
建
造
物

は
、
個
人
が
所
有
す
る
養
蚕
農
家

や
町
家
な
ど
の
住
宅
と
、
そ
れ
ら

に
付
属
す
る
塀
、
門
、
蔵
な
ど
で
、

次
の
①
〜
⑤
の
全
て
に
当
て
は
ま

る
も
の
で
す
。

①
築
50
年
以
上
を
経
過
し
て
い
る

（
昭
和
46
年
以
前
に
建
築
）
②
所

有
者
に
保
全
・
活
用
し
て
い
く
意

思
が
あ
る
③
老
朽
化
が
著
し
く
な

く
修
復
・
活
用
が
見
込
め
る
④
良

好
な
景
観
形
成
に
寄
与
し
て
い
る

⑤
国
・
県
・
市
の
指
定
重
要
文
化

財
や
登
録
有
形
文
化
財
、
景
観
重

要
建
造
物
に
な
っ
て
い
な
い

　

景
観
的
に
価
値
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
と「
歴
史
的
景
観
建
造
物
」

門扉の両側が部屋になっている門・長屋門。何代にもわたり大切に受
け継がれてきた

ふ
る
さ
と
の
風
景
を
守
る
た
め
に

　この長屋門は、200年以上前に倉渕の旧家から移築されまし
た。両側の部屋は明治初期まで、飢

きき ん

饉に備えて食糧を備蓄する
など、共同の倉庫として地域のために使われてきたそうです。
この制度を利用して、傷んでいた外壁の漆

しっくい

喰の塗り直しや板壁
の張り替えを行いました。門がきれいになったことで、次の世
代に残したいという気持ちがますます強くなりました。昔のよ
うに地域の人たちのために活用できないかと考えています。父
をはじめ、先祖代々受け継いできた長屋門を、これからも大切
にしていきます。

次世代に残したいという気持ちが
ますます強くなりました

新井 信子さん（中室田町）

建造物の認定を受けた人に聞きました

申し込みのあった建造物の全てを登録するものではありま
せん

■登録・認定までの流れ

建造物の所有者が申込書を提出
（8月31日㈫まで）

現地調査（聞き取り・写真撮影）

景観審議会（意見聴取）

歴史的景観建造物に登録

特定歴史的景観建造物に認定

●建造物保全のための相談サービス

●建造物保全のための相談サービス
●建造物の外観修繕の工事費用の助成     
　（限度額300万円、市の予算の範囲内）

高
崎
学
検
定
は
、
高
崎
に
つ
い
て
の
幅
広
い
知
識
を
問
う
検
定
で
す
。
今
年
度
の
詳
細
が
決
ま
っ
た

の
で
、
申
し
込
み
方
法
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

高
崎
の
こ
と
を
ど
れ
く
ら
い
知
っ
て
い
る
の
か
、
ぜ
ひ
検
定
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
・
ソ
シ
ア
ス
（
☎
3
2
9
・
7
1
1
4
）
へ
。

今
年
は
10
月
23
日
㈯
に
実
施

第
9
回
高
崎
学
検
定
の
受
検
者
を
募
集
し
ま
す

　かみつけの里博物館は、国史跡の【ア】に隣接した考古学系の博物館（1998
（平成10）年開館）で、高崎市井出町に所在しています。床面積は約2,000
平方メートルで、重要文化財を収蔵・展示できる構造で設計・建築されまし
た。常設展示室のテーマは「よみがえる【イ】」であり、リアルな模型と豊
富な遺物によって、当時の社会構造が分かりやすく学習できるように工夫さ
れています。

次の文章のうち、【ア】、【イ】に適するものは、下の選択肢のそれぞれどれ
でしょうか。

第 8回の検定問題に挑戦

ア： （1）観音塚古墳 （2）保渡田古墳群
 （3）日高遺跡 （4）箕輪城

イ： （1）中世の武将たち （2）弥生のくらし
 （3）5世紀の世界 （4）古墳人の実像 

正解はどれかな

●
日
時
＝
10
月
23
日
㈯
午
前
10
時

〜
11
時
30
分　

●
会
場
＝
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
・
ソ
シ
ア
ス
、
市
総

合
保
健
セ
ン
タ
ー　

●
出
題
範
囲

＝
高
崎
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
・

産
業
・
生
活
な
ど　

●
出
題
形

式
＝
四
者
択
一
方
式
で
1
0
0

問
程
度　

●
費
用
＝
1
0
0
0

円
、
高
校
生
以
下
は
無
料　

●
発

表
＝
11
月
16
日
㈫
。
成
績
が
特
に

優
れ
た
人
を
高
崎
学
博
士
に
認

定
。
成
績
上
位
20
人
程
度
は
成
績

優
秀
者
と
し
て
発
表
し
、
通
算
3

回
以
上
優
秀
者
に
な
っ
た
人
を
高

崎
学
の
達
人
に
認
定　

●
申
し
込

み
＝
8
月
2
日
㈪
か
ら
、
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
・
ソ
シ
ア
ス
、
市
役

所
1
階
市
民
情
報
セ
ン
タ
ー
、
15

階
社
会
教
育
課
、
各
支
所
地
域
振

興
課
、
各
図
書
館
、
各
市
立
公
民

館
で
配
布
す
る
申
込
書
に
記
入

し
て
、
費
用
を
払
い
込
み
の
上
、

10
月
8
日
㈮
ま
で
に
、
〒
370
‐

3
5
3
1
足
門
町
1
6
6
9
の

2　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
・
ソ
シ

ア
ス
へ

　

前
回
の
検
定
で
出
題
さ
れ
た
全

1
0
0
問
を
、
写
真
や
図
を
使
っ

て
分
か
り
や
す
く
解
説
。
関
連
す

る
場
所
を
掲
載
し
た
折
り
込
み
地

図
も
付
い
て
い
ま
す
。
A
5
判
、

78
ペ
ー
ジ
で
2
0
0
0
部
を
作

成
。
第
8
回
の
受
検
者
、
第
9
回

の
申
込
者
に
進
呈
す
る
他
、
市
内

の
書
店
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
・

ソ
シ
ア
ス
、市
民
情
報
セ
ン
タ
ー
、

社
会
教
育
課
、
各
支
所
地
域
振
興

課
、
各
図
書
館
で
8
月
2
日
か
ら

解答　ア-（2）　 イ-（3）

8
月
2
日
か
ら

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

無
料
配
布
し
ま
す
。
配
布
す
る
書

店
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
左
記
）

で
確
認
で
き
ま
す
。

第
8
回
高
崎
学
検
定
の

解
説
ブ
ッ
ク
を
無
料
配
布

館
、
各
市
立
公公
民民

に
記
入

無
料
配
布布
し
ま
し
ま
す
。
す
。
す
。
す
。
す
。
す
。
す
。
配
布
配
布
配
布
配
布
配
布
配
布
配
布
配
布
配
布
配
布布
す
る
す
る
す
る
す
る
す
る
す
る
す
る
す

書書書書書書書書書

店
は
店
は
市、市
ホ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ム
ペ
ー
ジ
（
左
（
左
記
）
記
）高崎をより深く知ろう


